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1．　 NOx 規制動 向

　近年 ， Lt界各国で 環境汚染問題 が 採り上げ られ て お り，

排気ガ ス に よ る大気汚染に 関 して も年追 う ご と に厳 しい 規

制の 傾向に あ る．排気ガ ス 中の 汚染物質に よ る環境 へ の 影

響 と して は，最近事あ る ご とに 採 り上 げ られ て お り，周知

の 事 と思わ れ る が，こ こで 簡単 に 説明す る と CO ，　 CO2 ，フ

ロ ン 及 び ハ ロ ン は，地球温暖化 と オ ゾ ン 層 の 破壊 を 招 き，

SOx や NOx は酸性雨 の 要因 と な る．ま た NOx と炭化水

素 （HC ）は光化学オキ シ ダ ン ト （光化学ス モ ッ グ）の 発生

表 1　船舶 か らの 大気汚染物質排出削減 レ ベ ル

　　　（IMO ・MEPC 　30，1990）

現状 レ ベ ル の 80％ 1993年 ま で に
　　 ．

現状 レ ベ ル の 15％ 1997 年ま で にE　 フ　　ロ 　　ン
Ii

使用 禁止 （全廃）　 2000 年ま で に

現状 レ ベ ル の 50％ 1995年ま で に

ノ丶　　ロ　　 ン

使用禁止 （全廃） 2000 年ま で に

SO2 現状 レ ベ ル の 50％ 2000 年まで に

NOx 　　　　　 I 現状 レ ベ ル の 70％
　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　 − 一一

2000年 まで に
　 ． 一一一
2000年まで に揮発性有機物質 現状 レ ベ ル の 70％

要因 と 言われ て い る．

　船舶 か ら排出 さ れ る 排気 ガ ス に 関 して も例外で な く，

1988 年 の IMQ ・MEPC （国際海事機関海洋環境保護委員

会）第 26回委員会 で船舶 に よ る大気汚染問題を こ の 委員

会 の 活動 と して 取り入 れ る事 が決定 さ れ，1990年 の 第 30

回委員会で は表 1 に 示す よ うな船舶か らの 大気汚染物質削

減 の 目標 レ ベ ル が定 め られ た．

　 こ れ ま で IMO で は 「船舶か ら の 大気汚染防止 に 関す る

規制 （MARPOL 　ANNEX 　VI：REGULATION 　FOR 　THE

PREVENTION 　OF 　AIR　POLLUTION 　FROM 　SHIPS）

案」 が審議 さ れ て き た．そ の 中で NOx 規制 に つ い て は西

暦 2000年 ／月 1 日以降 に 船舶 に 搭載す る機関に 対 して 適

用予定 の 「NOx 規制 （同上 ANNEX 　Vr　Regulation　13）

案」か 発効 に 向け て 準備 され て い る．ま た 同時 に そ の 試験，

検査 及 び認 証 に 関 して 「舶用 デ ィ
ーゼ ル エ ン ジ ン か らの

NOx 排 出 に 関 す る テ ク ニ カ ル コ
ー

ド （TECHNICAL −

CODE 　ON 　 EMISSION 　OF 　NITROGEN 　OXIDES 　FROM

MARINE 　DIESEL 　ENGINES ）が 準備 され て い る．

　図 1 は NOx 規制値案 を グ ラ フ で 示 した もの で あ る．本

規制案 は，デ ィ
ーゼ ル エ ン ジ ン の 定格回転数 を ベ ース に設

定 さ れ て お り，グ ラ フ の 横軸 に 回転数 （rpm ），縦軸 に

NOx 排出率 （g／kWh ） を と っ て い る．本規制案及 び テ ク

ニカ ル コ
ー

ド は本年 9 月に 開催 さ れ た IMO ・MEPC 第 40

図 1　回 転機絶縁劣化 の 要 因
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回委員会及 び外交会議 で 少 々 の 訂正 の 後，採択 さ れ た．発

効時期 に つ い て は，未定で あ り，決定事項と して 2003年迄

に 発効 さ れな い 場合 は何 らか の 措置 が採られ，ま た発効後

も 5年 ご と に 見 直 しが予 定 さ れ て い る．

2． 本会の対応

　本会 で は大 気 汚 染 関 連 と して ，1993年 よ り技術研究所 に

お い て 基礎 研 究 べ 一
ス で 船舶 か ら排出さ れ る NOx の 把握

及 び実船に お け る よ り実用的 に 測定方法の 構築を目的 と し

て 研 究 を行って き た．

　本研究で は実機実船で の 計測 （29 例）を 通 して また そ れ

ら の 結果 を 基 に 検討 を 重 ね，船舶 に お け る よ り実用 的 な

NOx 測定方法 を 構築 し て き た，実機実船 で の 計測 は  目

本造船工 業会及 び  日本造船研 究協会第 224研究部会 との

共 同 研 究 に お い て 実 施 され た．（3章参照 ）

　規制関連の 対応 と して は，規制 （予定）に 先駆けて 本年

4月 よ り NOx 鑑定業務 を 開始 した，本鑑定 は規制発効時

に お け る 条約証書の 発行等の 円滑な 業務移行 を 目的 と し て

い る．また 規制発効後の 見直 しに対 して も適宜対応 して い

表 2　試験機関及 び試験船一覧

船番 試　験　機　関 試験船

機関形式　　　　出力 × 回転数 船種

A2 ス ト ロ
ー

ク　 9，003kW × 102　rpIn
　　　　　 ． ば ら積 み

B2 ス トロ
ーク i43，620　kW × 96．8rpm コ ン テ ナ

C2 ス ト ロ
ー

ク i21，918　kW × 76　rpm
　　　　　 ．

タ ン カー

D2 ス ト ロ
ー

ク
18

，164kW × 122　rpm ば ら積 み

E4 ス ト ロ
ー

ク
11

，618kW × 310　rpm 　 タ ン カー

F2 ス ト ロ
ー

ク 11，030kW × 105rpm 　 iば ら積 み
　　　　 、一 一．．

G4 ス ト ロ
ー

ク 2，942kW × 620　rPln 　 官 庁 船

H2 ス ト ロ
ー

ク

　　　　　　　　　 1
15，401kW × 88　rpm 　　ば ら積 み

14 ス ト ロ
ー

ク 2，427kW × 225　rpm 　 タ ン カ
ー

く予定で あ る，（4 章参 照 ）

3． NK の 計測概要

　本会 技 術 研究 所 で は，1993年 よ り船舶か ら の NOx 排出

実体の 把握及 び船舶 に お け る 実用的な計測方案 の 構築 を 目

的 と して 実機実船 の 試運転時等 を 利用 し て 計測 を実 施 して

きた，こ れ まで （1993〜96年） に 13機関 に っ い て 陸上 運

転及 び 海上運転時の 計測を実施 し，そ れ以 外 の 3機関 に っ

い て 海上運転時の 計測を実施 した，ま た現 在 も就 航後 の 経

年変化の 把握 の 為，内航船， 外航船を 1隻ず っ 選定 し，

一

定時間毎 に 計測を実施 して い る．

　本章 で は，上 記 の 陸 ．ヒ運 転 及 び海 上運 転時 の 計測概要及

び そ の 計測結果 を紹介 す る．何 れ も計測対象機関 は キ機 で

あ り，計測結果 は，平成 6〜8年度 に 前述 の SR 　224 との

共 同研究 に お い て 実施 した 計測の もの の 1例 で あ る．

　表 2 に 計測対象機関及び船舶を示す．

　図 2 に 計測機器系統図を示す，排気 ガ ス 採取点 は，過 給

機排気 ガ ス 出口 か ら排 ガ ス エ コ ノ マ イ ザ な い しコ ン ポ ジ ッ

トボ イ ラ入 口 まで の 煙道の 直管部で 排 気 ガ ス 流 に影響 の な

い と こ ろ と した．ま た計測時に は歪 み ゲージ を用 い て 中間

軸 トル ク の モ ニ ターも実施 した．

表 3NOx 分 析 計 仕 様

測定原理 定電位電解方式
一 ．、一一一　．．一一．一

　 計測 対象
．．一一尸．．．一‘『．尸广一．

　計測範囲（ppm ）
　 　

−
T
一

τ
一‘

　　　
一

　　
．
再 現 性

化学発光

斜．一一w．一 ．．、一而
　 0− 2500
　一一幅一 尸一一．ゴ
　 士 1％FS
　　　　尸一广」．

NOx ，02　　 NO ，　NO2，
02

，
　GO2，

　SO2
　　　　　　−
　 　 　 　 　 　 　 　0− 2000
　　　　　　 − 一『 一

　 　 　 　 　 　 　 　± 1％FS
　　　　　 ．尸．一 ．一

…
［NOxi計

糴醐 跛 ± 1％ FS／10℃ ± 1％FS ／5℃

度 1
応答時間

　 E
30sec 60sec以 内

1排気 ガ ス採取導管 加　熱 加 。 一
一
寸（WxH × D，mm ）300× 380× 200200 × 400× 300
」．一．一

重　量 　 約 15kg
一一ゴ、一「「一一

約 8kg ＊

＊
前処理 装置を含 む．

P．

図 2　耐湿 特性試験手順
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　表 3 に使用 した NOx 分析計の 簡単 な什様を示す．

　計測 は ISO　8178 及 び前述 の ［船用 デ ィ
ーゼ ル ェ ン ジ ン

か らの NOx 排出に 関 す る テ ク ニ カ ル コ
ー

ド案」 に あ る テ

ス トサ イ ク ル 「E3 モ ード」に 準 じた か た ち で 実施 した．

　計測結果例 を 図 3．1，3．2 に 示す．こ れ は，A 〜 i の そ

れ ぞ れ異 な る エ ン ジ ン の 陸上運転及 び海上運 転時 の NQx

排出率 （g！kWh ） をプ ロ
ッ ト した もの に 前述 の NOx 規

制値曲線を加 え た もの で ある．陸上運転時は何れ も，DM −

grade の 燃 料 を使用 した．尚，図 3．2に は テ ク ニ カ ル コ ー

ド案 に あ る，海 Eの 試験 に お い て 簡易計測法 を用 い
， か っ

RM −grade （ISO 　82王7） の 燃 料を 用 い た 場合 の 最大許容値

（15％ ） も示 した．ち な み に こ れ ら は NOx 低減対策を施し

て い な い エ ン ジ ン に 関す る もの で あ る．

二Fig3・1　 Example 　of 　Measur｝ng 　results 　at　Sh6p 　triaiまnd 　the 　dra衽 oデabbx．＼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Iimit
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図 3　NOx 排出計測結果

一29 −．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



NIPPON KAIJI KYOKAI (ClassNK)

NII-Electronic Library Service

N 工PPON 　KA 工J 工　KYOKA 工　（ClassNK ｝

凵本海事協会会誌　No ．241，1997 （IV） 226

〔製造者又 は船主）

図 4NOx 鑑定 フ ロ
ー

チ ャ
ー

ト

4． NOx 鑑 定業務

　 前述 した よ うに 本会 で は，本年 4 月 よ りNOx 鑑定業務

を 開始 した．業務内容 と して は，製造者及 び船主 が ボ ラ ン

タ リーベ ース で の NOx 測定 を実施す る 舶用機関 に 対 して

立会鑑定を 行 っ て い る，っ まり鑑定 は原則的に 製造者及 び

船主 よ り提出 さ れ る試験法案 に お い て 製造者及 び 船主 が 試

験を 実施 し，そ れに 伴 う立会 は基本的に 担当支部 の 検査員

が 行うこ と と して い る．

　図 4 に NOx 鑑定 の フ ロ ーを 示す．こ こ で 本鑑定 に つ い

て 説明す る．現時点 で は，NOx 鑑定 に は 2種類あ り， 規制

発効時に 条約証書 （LAPP ，　EIAPP 証書）発行 を伴 う鑑定

と，伴 わ な い
一

般鑑定 で あ る．規 制 発 効 時 期 が近 づ くに っ

れ て すべ て 前者の もの とな り，原則 と して 前出の テ ク ニ カ

ル コ
ー

ド案に 準拠した試験法案 に よ っ て 実施す る こ とが 必

要 で あ る，

　 こ こ で，規制発効時 に 条約証書 の 発行を伴 う鑑定 にっ い

て 説明する．た だ し，こ こ で は就航後 の 定期検査 に お け る

証書 の 更新等 に つ い て は 触れ な い．まず，製造者又 は 船主

は，鑑定 の 申込 み を し，そ れ に伴 い NOx 計測要領書及び

NOx 濃度 に 影響す る 部品 リス トを提出す る．提出書類 に

関 して 調査及び承認の 後，製造者工 場又 は本船 に て，本会

担当支部 の 検査員 が 対象 エ ン ジ ン の NOx 測定 に 立 ち会

い，鑑定 を行 う．こ の と き規制 値 を 満 た す か ど うか が懸 念

さ れ る と こ ろだ が，鑑 定書 は，NOx 計 測 を実 施 した エ ン ジ

ン 個体 に 発行 され る もの で あ り，規制値を満 たす満 た さ な

い に 関 わ らず 発行 さ れ，規制値 を 満た さ な か っ た 場合 に

は，規制発効時の EIAPP ，　IAPP 証 書 の 発行を伴 わ な い 一

般鑑定扱 い に な る．従 っ て，規制値 を満た した もの の み に

条 約 証 書 の 発 行 が 可能 とな る，前 述 した よ うに 鑑 定 書 は，

鑑定測定を実施した エ ン ジ ン 個体に 対して ， 発行す る も の

で あ る．従 っ て 仮 に そ の 鑑 定測定 を 実施 した エ ン ジ ン が

フ ァ ミ リ
ー又 は グル ープ分 け した際 の ペ ア レ ン トエ ン ジ ン

だ と して もそ の 傘下 に ある 鑑定測定を実施 して い な い エ ン

ジ ン に 対 して 鑑定書 の 発行 は行 わ な い，但 し，規制発効時

に は，フ ァ ミ リー又 は グル ープ 分 け の 概念か ら，
EIAPP 証

書の 発行 は行 わ れ る こ と に な る，

　本鑑定の 問 い 合 わ せ，申込 等 の 窓 口 は，本 部 テ ク ニ カル

サ ービ ス 部で あ る．
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